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尿 路 感 染 症 に対 す るpazufloxacinの 臨 床 評 価
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金沢大学医学部泌尿器科学教室*

新 しく開発 された経 口用ニューキ ノロン系抗菌薬であるpazufloxacin(PZFX)を 尿路感染症患

者 に使用 し,そ の臨床効果を中心 に検討 した。対象は急性単純性膀胱炎3例 お よび慢性複雑性

腎盂腎炎3例 の計6例 であった。 投薬は1回100～200mgを 毎食後1日3回,急 性単純性膀

胱炎に対 しては3日 間,慢 性複雑性腎盂腎炎 に対 しては5日 間とし,投 薬終了後に効果を判定

した。急性単純性膀胱炎3例 の うちUTI薬 効評価基準に合致 した2例 における臨床効果 は,著

効1例,有 効1例 であった。また,慢 性複雑性腎盂腎炎3例 におけるUTI薬 効評価、基準での臨

床効果 は,著 効2例,無 効1例 であった。細菌学的検討では投薬前尿 中より3菌 種7株 が分離

され,そ の うち6株 が陰性化 した。本剤に起因すると思われる自他覚的副作用お よび臨床検査

値の異常変動は認め られなかった。
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Pazufloxacin(PZFX)は 幅広い抗菌スペ ク トルと強い抗

菌力に加え,よ り高い安全性 を期待 して新 しく開発 され

たニューキノロン系抗菌薬である。本剤は短いTmaxと

T1/2,高いCmax,良 好 な炎症巣移行性,高 い尿中回収率

を示すことが特徴である1)。

今回,尿 路感染症患者に本剤 を使用 し,臨 床効果を中

心に検討 したのでその成績 を報告する。

平成4年11月 から平成5年6月 までの間に,金 沢大

学医学部附属病院泌尿器科 に通院 もしくは入院 し,同 意

の得られた急性単純性 膀胱炎患 者3例 お よび慢性複雑

性腎盂腎炎患者3例 を対象 とした。なお,慢 性複雑性腎

盂腎炎患者の尿路の基礎疾患は右尿管狭窄ならびに右水

腎症,神 経因性膀胱および膀胱腫瘍であった。

投薬 は1回100～200mgを 毎 食 後1日3回,急 性 単

純性膀胱炎に対 しては3日 間,慢 性複雑性腎盂腎炎に対

しては5日 間行 った。 効果判定 はUTI薬 効評価基準2)に

従 って行 った。 また同時に主治医判定 も行 った。

急性単純性膀胱 炎3例 の症例 一覧 をTable1に 示 し

た。年齢 が70歳 以上 であ り,排 尿 痛 の 自覚症状 もな

かった1例 を除 した,UTI薬 効評価基準 に合致 した症例

2例 の総合臨床効果は著効1例,有 効1例 であ った。臨

床効果のうち,排 尿痛は2例 ともに消失,膿 尿は正常化

1例,改 善1例 であった。 また,細 菌尿 は2例 すべて陰

性化 した。

慢性複雑性腎盂腎炎3例 の症例一覧 をTable2に 示 し

た。3例 全 てUTI薬 効評価基準 に合致 し,そ の総合臨床

効果 は著効2例,無 効1例 であった。臨床効果のうち,

膿尿 は正常化2例,改 善1例 であった。また,細 菌尿 は

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with pazufloxacin

AUC: acute uncomplicated cystitis

* Before treatment

/ After treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Doctor: doctor's evaluation
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Table 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with pazufloxacin

CCP : chronic complicated pyelonephritis

* Before treatment/

After treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Doctor: doctor's evaluation

Table 3. Bacteriological response to pazufloxacin in UTI

* Regardless of bacterial count

Table 4. Laboratory findings before and after pazufloxacin therapy

Before treatment/

After treatment
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陰性化2例,不 変1'例 で あ っ た 。UTI薬 効 評 価 基 準 に よ

る効 果 判 定 で 無 効 と な っ た 症 例(6)は 膀 胱 全 摘 後 に尿 管

皮膚痩 を造 設 し,カ テ ー テ ル を留 置 した 難 治 性 の 症 例 で

あ り,こ の 点 を 考 慮 して 主 治 医 判 定 で は 有 効 と した 。

細 菌学 的 効 果 をTable3に 示 した 。 急 性 単 純 性 膀 胱 炎

患者2例 の投 薬 前 尿 中 分 離 菌 はEscherichiacoli2株 の み

であ り,す べ て 投 与 後 陰 性 化 した 。 慢 性 複 雑 性 腎 盂 腎 炎

患 者3例 の投 薬 前 尿 中 分 離 菌 はPseudomonasaemgimsa

2株,Enterococcusfaecalis2株,E.coh1株 で あ り,E.

faecalis1株 を の ぞ き,投 与 後 陰 性 化 した 。 存 続 したE.

faecalisに 対 す るPZFXのMICは>100pt9/mlで あ り,他

剤のMICもofioxacin,ciprofloxacin,tosufloxacinで そ れ

ぞれ>100,50,>25μg/mlと 高 く,こ の 菌 は キ ノ ロ ン耐

性菌 と考 えられ た。 また,投 与後 出現菌 は認 め られな

かった。

自他覚 的副作用 は6例 全例 に認め られ なかった。 ま

た,6例 全例 において本剤 に起因すると思われる臨床検

査値の異常変動は認められなかった(Table4)。

以上 より,本 剤は尿路感染症 に対 して,有 効かつ安全

で,有 用性 の高い薬剤であることが推察 された。

文 献

1) 熊澤浮一, 小林宏行: 第42回 日本化学療法学会

総会,新 薬 シンポジウム。T-3761, 福岡, 1994

2) UTI研 究会(代 表 大越正秋): UTI薬 効評価基

準(第3版)。Chemotherapy 34:408～441, 1986

Clinical evaluation of pazufloxacin in urinary tract infections 

Toshiyasu Amano and Mitsuo Okawa 

Department of Urology, School of Medicine, Kanazawa University 

13-1 Takara-machi, Kanazawa 920, Japan

The clinical effects of pazufloxacin (PZFX), a new quinolone antimicrobial drug for oral use, were 

investigated in urinary tract infections. The patients included 3 with acute uncomplicated cystitis and 3 

with chronic complicated pyelonephritis. The drug was administered at a dose of 100 mg three times a 

day after meals, for 3 days to the former patients and for 5 days to the latter. The effects were then 

evaluated. The clinical efficacy, as evaluated according to the Japanese Urinary Tract Infection (UTI) 

Drug Evaluation Criteria, was excellent in 1 and good in 1 of the 2 patients with acute uncomplicated 

cystitis. Similarly, in the 3 patients with chronic complicated pyelonephritis, it was excellent in 2 and 

poor in 1. Bacteriologically, 7 strains of 3 species were isolated from the urine obtained before drug 

administration, and 6 of those strains became negative. Neither subjective or objective side effects nor 

abnormal findings on clinical laboratory tests considered attributable to the drug were observed.


